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　平成 20 年８月、市内の経済団体、観光関係

団体、商店街組合、事業所及び消防機関が連

携して、応急手当の普及啓発やＡＥＤの設置

をより一層推進し、誰もがＡＥＤを使用した

応急手当が実施できる「安心・安全のまち京都」

をつくるために、事業所間のネットワーク組

織として設立されました。令和元年８月末現

在、約 1,300 の事業所が登録されています。

　安心救急ネット京都のロゴは、京都のイメー

ジカラーである紫で彩られ、御所車をイメー

ジした背景が色を添えています。それらを包

み込むように配置された３色の玉には、赤「積

極性」、緑「安心・安全」、青「信頼」という

意味が込められています。

　平成 16 年７月に、厚生労働省が一般市民に

よるＡＥＤの使用を解禁したことで、公共施

設を中心にＡＥＤが設置されてきました。し

かし、平成 20 年３月時点における市内のＡ

ＥＤ設置数が約 1,200 台と低調であったこと

から、設立された安心救急ネット京都を構成

する団体等を通じてＡＥＤの設置を勧奨して

きました。その結果、令和元年８月時点では、

約 3,200 台ものＡＥＤが設置されています。

　歴史ある京都は、

日本を代表する観光

都市であり、国内外

から年間約 5,300 万

人もの観光客が訪れ

ます。安心救急ネッ

ト京都では、市民や

観光客にＡＥＤの設

置場所を知っていただくために独自のＡＥＤ

マークを作成し、交付してきました。ＡＥＤ

が 24 時間使用可能な事業所には、夜間でも容

易に確認できるように、「蓄光型ＡＥＤマーク」

を配付し、玄関等の見やすい場所に掲出して

いただいています。また、消防局ホームペー

ジにおいても「ＡＥＤマップ」を公開しており、

24 時間使用可能なＡＥＤや業態別の検索がで

きるなど、誰もが安心してＡＥＤが利用でき

る環境づくりに努めています。

（１）救急フェスタの実施

　救急医療週間に合わせて、毎年、市民防災
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センターで救急フェスタを開催しています。

救急フェスタでは、安心救急ネット京都の登

録事業所で発生した心肺停止事案について事

例発表が行われ、バイスタンダーの行動内容

や心の変化などについて、医師の助言を交え

て情報交換を行いました。聴講者からは、バ

イスタンダーが受ける「心の負担」について

の質問が寄せられ、医師からは、「蘇生された

場合とそうでなかった場合で、受ける影響は

大きく異なります。深刻なのは後者であり、

一人で抱え込まずに信頼できる人に話を聞い

てもらうことで心の負担は大きく軽減されま

す。」などと、体験談を交えて回答していただ

きました。

　応急手当の普及啓発では、事業所独自で救

命講習を実施する体制や取組について情報を

提供していただきました。会場では、「我が社

でも実施したいが、ほかの職員の協力が得づ

らい」など、苦労されている点や改善策につ

いて、積極的に情報共有が図られました。

（２）応急手当セミナーの実施

　京都鉄道博物館において応急手当セミナー

を開催しました。安心救急ネット京都の登録

事業所に勤務する応急手当普及員が指導者に

なり、約 100 名の来館者に対して普通救命講

習を実施しました。指導者の方々は、普段は

自社で救命講習を実施されていますが、この

日は市民が対象ということもあり大変緊張さ

れていました。しかし、次第に話し方も冗舌

になり、最後は熱心に指導していただきまし

た。セミナーでは、祇園祭前祭の山鉾巡行中

に、鉾の曳き手が心肺停止状態になった際に、

応急手当を実施されたバイスタンダーの方を

パネリストとしてお招きし、当時の状況や心

境について、貴重なお話を伺うことができま

した。

　安心救急ネット京都では、年３回、会報を

発行しています。会報では、救急フェスタな

どのイベント情報、救急事故の予防方法、Ａ

ＥＤの保守管理についての情報や、ＡＥＤの

バッテリー・電極パッドの期限切れ、リコー

ル情報などについて注意喚起を行っています。

　現在公開されているＡＥＤマップは運用後

10 年が経過していることから、掲載情報に変

更が生じている場合があります。安心救急ネッ

ト京都では、登録事業所の協力を得て掲載情

報を順次更新していくとともに、より多くの

方にＡＥＤと応急手当の重要性を理解してい

ただけるよう、今後も啓発を実施してまいり

ます。
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